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研究成果の概要（和文）： 
広島市消防局における救急現場から医療機関へのリアルタイムの生体監視情報および映像
情報システムは１日平均で 3.13 件の使用実績であり、医療機関側で傷病状況を早く確認で
きるメリットが指摘された。映像伝送下でのビデオ喉頭鏡を用いた気管挿管事例では、的
確な指示を行うのに十分な映像が得られた。救急隊からの一斉情報配信システム「こまっ
TEL」のシステムを利用して病院受入が決定した救急搬送受入困難事例の効果が確認され
た。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The real-time information system of Hiroshima Fire Department was used 3.13 cases 
per day, by which vitals and visual images were transmitted to the designated 
hospitals. The benefit of this system was to share important information with the 
hospitals. In on-line advice using a video-laryngoscope and an image transmission 
system, clear images during the intubation procedure was viewed at the hospital. The 
simultaneous voice delivering system called “Komat Tel” supported hospital selection 
and gave benefits in cases admitting hospitals were not determined smoothly. 
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１ ． 研 究 開 始 当 初 の 背 景  

救 急 医 療 は 医 療 の 最 前 線 で あ り 、
そ の 中 で も 救 急 隊 に よ る 正 確 な 傷
病 状 況 の 把 握 と そ れ に 基 づ い た 処
置 、そ し て 病 院 選 定 は 患 者 の 生 命 ・

機 能 予 後 に 大 き な 影 響 を 与 え る 。加
え て 気 管 挿 管 や 蘇 生 薬 剤 投 与 な ど
救 急 隊 業 務 は 高 度 化 し 、患 者 救 命 率
の 向 上 が 期 待 さ れ て い る 。救 急 隊 が
そ の 業 務 を 適 切 に 実 施 す る た め 指
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示・指 導・助 言 を 行 う 医 師（ オ ン ラ
イ ン メ デ ｲカ ル コ ン ト ロ ー ル 医 師 ）
が 定 め ら れ て い る 。  

一 方 、医 師 不 足 と 偏 在 に よ り 救 急
医 療 の 崩 壊 が 急 速 に 進 ん で い る 。こ
の 傾 向 は 僻 地 な ど 人 口 過 疎 地 の み
な ら ず 、東 京 都 や 大 阪 府 な ど 都 市 地
区 で も 進 ん で い る 。  

医 師 不 足 は 救 急 医 療 機 関 の 機 能
低 下 と そ の 数 の 減 少 を 引 き 起 こ し 、
妊 産 婦 の た ら い 回 し に 見 ら れ る よ
う に 緊 急 治 療 を 要 す る 患 者 受 け 入
れ に 支 障 を 来 す と い う 重 大 な 事 態
が 発 生 し て い る 。県 が 運 用 す る 救 急
医 療 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク に 期 待 さ れ
る と こ ろ で あ る が 、刻 一 刻 と 変 化 す
る 入 院 情 報 の 提 供 に は 実 用 的 で な
い こ と が 指 摘 さ れ て き た 。こ う し た
現 状 を 背 景 と し て 、広 島 県 で は 広 島
大 学・広 島 県 医 師 会・県 行 政 で 構 成
さ れ る 地 域 保 健 対 策 協 議 会 救 急 災
害 医 療 体 制 検 討 部 会（ 本 研 究 代 表 者
が 委 員 長 ）に よ り 電 子 情 報 発 信 シ ス
テ ム の 改 定 作 業 が 行 わ れ 、 平 成 1 9
年 に 救 急 隊 か ら の 一 斉 情 報 配 信 シ
ス テ ム 「 こ ま っ T E L」 を 開 発 し 、
運 用 す る に 至 っ た 。  

「 こ ま っ T E L」シ ス テ ム 導 入 後 、
個 別 交 渉 ５ 件 以 上 の 事 例 数 は 減 少
し た が 、病 着 ま で の 時 間 は 延 長 し た 。
ま た 、運 用 症 例 の う ち 本 シ ス テ ム の
み で 受 け 入 れ 決 定 し た 事 例 は ３ 割
未 満 で あ っ た （ 平 成 2 0 年 1 0 月 、
第 3 6 回 日 本 救 急 医 学 会 総 会 に て 発
表 ）。  

現 在 救 急 隊 と 救 急 医 療 機 関 と の
情 報 交 換 手 段 は 救 急 隊 専 用 回 線 電
話 の 音 声 情 報 の み に 依 存 し て い る 。
救 急 コ ー デ ｲネ ー タ の 設 置 も 計 画 さ
れ て い る と こ ろ で あ り 、傷 病 状 況 の
正 確 な 評 価 と 処 置 、そ し て 適 切 な 医
療 機 関 へ の 迅 速 な 搬 送 を 実 現 す る
た め に は 生 体 監 視 情 報 や 映 像 情 報
な ど よ り 詳 細 な 情 報 が 必 要 で あ る 。 
 
２ ． 研 究 の 目 的  

広 島 市 消 防 局 の 全 救 急 車 に 映 像
デ バ イ ス 、携 帯 電 話 、医 療 計 測 機 器
、映 像 合 成 機 器 、出 力 変 換 コ ネ ク タ
、映 像 伝 送 端 末 、映 像 伝 送 機 器 を 搭
載 し 、日 常 的 に 利 用 さ れ て い る 通 信
回 線 を 用 い た ハ イ レ ゾ リ ュ ー シ ョ
ン 映 像 の 伝 送 シ ス テ ム が 設 置 さ れ
た 。  

こ の シ ス テ ム を 用 い て 、映 像 、音
声 、デ ー タ を 医 療 機 関 へ 伝 送 も し く
は 医 療 機 関 か ら 参 照 す る 仕 組 み を

構 築 し 、 以 下 を 実 施 す る 。  
１ ， 救 急 現 場 か ら 医 療 機 関 へ の  

リ ア ル タ イ ム の 生 体 監 視 情 報
お よ び 映 像 情 報 の 提 供 を 行 い 、
よ り 迅 速 な 受 け 入 れ 医 療 機 関
の 選 定 が 行 う こ と が で き る の
か に つ い て 検 討 す る 。  

２ ，詳 細 な 傷 病 者 状 況 や 救 急 隊 に
よ る 処 置 の 内 容 、事 故・災 害 時
の 現 場 詳 細 情 報 を 提 供 す る こ
と に よ り 、医 師 に よ る 指 示 の 充
実 と 患 者 予 後 へ の 改 善 効 果 に
つ い て 検 討 す る 。  

３ ， 医 療 機 関 に よ る 受 入 不 応 需
（ 拒 否 ）数 、シ ス テ ム の 課 題 と
信 頼 性 等 の 指 標 を 用 い て こ れ
ら を 検 証 す る 。  

 
３ ． 研 究 の 方 法  
①   

患 者 や 現 場 状 況 の 映 像 、 救 急 隊

の 音 声 、 計 測 し た デ ー タ を 、 映

像 伝 送 端 末 、 及 び 映 像 受 信 端 末

間 で リ ア ル タ イ ム に 伝 送 を 行

う 。  
②   

現 場 状 況 の 映 像 、 救 急 隊 の 音 声 、

計 測 し た デ ー タ を 、 伝 送 機 器 、

お よ び 受 信 機 器 を 利 用 し て 映

像 ・ 音 声 ・ デ ー タ 蓄 積 サ ー バ へ

伝 送 す る 。  
③   

広 島 市 救 急 車 に 映 像 電 送 装 置 を

設 置 し 、 情 報 を 受 け る 医 療 機 関

と し て は 広 島 大 学 病 院 、 県 立 広

島 病 院 、 広 島 市 民 病 院 、 安 佐 市

民 病 院 の 4 病 院 と す る 。  
④   

医 療 機 関 は 専 用 P C 端 末 、 及 び

携 帯 端 末 を 用 い て 、 伝 送 映 像 の

評 価 、 救 急 隊 へ の 指 示 等 を 実 施

す る 。  
⑤   

ホ ス テ ィ ン グ セ ン タ（ N T T デ ー

タ （ 株 ） の サ ー バ に 蓄 積 さ れ た

デ ー タ を 確 認 し 、 事 後 検 証 へ の

活 用 に つ い て 検 討 す る 。  
 
４ ． 研 究 成 果  

遠 隔 で の 医 療 機 関 間 も し く は 搬
送 機 関 と の 情 報 連 携 の た め の 実 行
性 の あ る 仕 組 み を 構 築 し 、生 体 監 視
情 報 お よ び 映 像 情 報 を 救 急 隊 と 医
療 機 関 と の 新 た な コ ミ ュ ニ ケ ー シ
ョ ン ツ ー ル と し て の 有 用 性 を 検 討



し た 。  
１ ， 救 急 現 場 か ら 医 療 機 関 へ の
リ ア ル タ イ ム の 生 体 監 視 情 報 お
よ び 映 像 情 報 の 提 供 を 行 い 、 よ
り 迅 速 な 受 け 入 れ 医 療 機 関 の 選
定 が 行 う こ と が で き る の か に つ
い て 検 討 し た 。  
本 映 像 伝 送 シ ス テ ム は 平 成 23

年 度 で 1149 件 、１ 日 平 均 で 3.13
件 の 使 用 実 績 で あ っ た 。対 象 は 重
症 例 が 62％ で 、 中 等 、 軽 症 例 が
38％ で あ っ た 。医 療 機 関 側 で 傷 病
状 況 を 早 く 確 認 で き る メ リ ッ ト
を 指 摘 す る 事 例 が 90％ を 占 め て
お り 、特 に 外 傷 事 例 に お け る 映 像
伝 送 の 有 用 性 が 報 告 さ れ た 。  
 
２ ，詳 細 な 傷 病 者 状 況 や 救 急 隊 に
よ る 処 置 の 内 容 と し て 、ビ デ オ 喉
頭 鏡 を 用 い た 気 管 挿 管 事 例 に つ
い て 検 討 し た 。  

平 成 25 年 2 月 現 在 で 、13 名 の
心 肺 停 止 傷 病 者 に 対 し て ビ デ オ
喉 頭 鏡 を 用 い た 気 管 挿 管 が 実 施
さ れ た 。 12 名 は 映 像 伝 送 に よ る
MC 指 示 ・ ア ド バ イ ス の 下 に 、 1
名 は 車 外 現 場 に て 映 像 伝 送 な く
気 管 挿 管 を 試 み た 。な お 、ビ デ オ
喉 頭 鏡 を 用 い た 気 管 挿 管 は 胸 骨
圧 迫 を 中 断 す る こ と な く 実 施 し
た 。 映 像 伝 送 下 で の 12 例 の う ち
1 名 の 傷 病 者 に お い て 口 腔 内 吐
物 に よ る 視 野 障 害 の た め 、気 管 挿
管 は 実 施 さ れ な か っ た 。映 像 伝 送
下 で 気 管 挿 管 が 実 施 さ れ た 11 例
中 9 例 に お い て 気 管 挿 管 に 成 功
し た 。気 管 挿 管 が 成 功 し な か っ た
2 例 の う ち 、 1 例 は 分 泌 物 が 著 し
か っ た こ と と 医 療 機 関 の 直 近 で
あ っ た た め 、2 回 目 の 試 み を 実 施
す る こ と な く 挿 管 を 断 念 し 、搬 送
し た 。も う 1 例 は 口 腔 内 出 血 が 著
し く 、 視 野 障 害 の た め 断 念 し た 。 

な お 、 挿 管 成 功 し た 11 例 中 2
例 に お い て は 、気 管 チ ュ ー ブ 挿 入
時 に そ の 先 端 が 左 披 裂 部 に 接 触
し た 。 し か し な が ら 、 MC 医 師 の
指 示 に よ っ て AWS 本 体 を 左 側 に
向 き を 修 正 す る こ と に よ り 気 管
挿 管 が 成 功 し た 。映 像 伝 送 が 行 え
な か っ た 1 事 例 で は ビ デ オ 喉 頭
鏡 に よ る 気 管 挿 管 に 失 敗 し た 。  

映 像 伝 送 下 で の 気 管 挿 管 映 像
は 極 め て 明 瞭 で あ り 、気 管 挿 管 す
る 救 急 救 命 士 に 対 し て 、的 確 な 指
示 を 行 う の に 十 分 な 映 像 で あ っ
た 。 手 術 室 で の 実 習 症 例 数 が 5

例 と 少 な い 上 に 、胸 骨 圧 迫 を 中 断
す る こ と な く 実 施 し た に も か か
わ ら ず 気 管 挿 管 成 功 率 は 82%で
あ り 、マ ッ キ ン ト ッ シ ュ 型 喉 頭 鏡
に よ る 成 功 率（ 80％ 台 後 半 ）と 比
較 し て も 遜 色 な い 数 字 で あ っ た 。 

従 来 型 喉 頭 鏡 と 比 較 し て 、実 習
症 例 が 少 な く て 済 む こ と か ら 、従
来 の 教 育 研 修 経 費 で よ り 多 く の
救 急 救 命 士 が ビ デ オ 喉 頭 鏡 の 病
院 実 習 を 受 け る こ と が で き る 。同
時 に 胸 骨 圧 迫 の 中 断 を 最 小 限 に
し つ つ 気 管 挿 管 で き る こ と か ら 、
心 肺 停 止 患 者 の 予 後 の 改 善 が 期
待 さ れ る 。  

 
３ ， 医 療 機 関 に よ る 受 入 不 応 需
（ 拒 否 ）数 、シ ス テ ム の 課 題 と 信
頼 性 等 の 指 標 を 用 い て こ れ ら を
検 証 し た 。  

平 成 23 年 度 の 救 急 隊 か ら の 一
斉 情 報 配 信 シ ス テ ム 「 こ ま っ
T E L」 利 用 件 数 554 件 (不 応 需 事
例 )の う ち 、 こ の シ ス テ ム を 利 用
し て 受 入 が 決 定 し た 事 例 は 21％
（ 112 件 ）で あ っ た 。し か し な が
ら 、 そ の 利 用 件 数 は 毎 年 20％ 程
度 ず つ 増 加 し て お り 、そ の ニ ー ズ
は 拡 大 し つ つ あ る 。一 方 、集 団 食
中 毒 事 例 及 び 集 団 熱 中 症 事 例 に
お い て 本 シ ス テ ム は 医 療 機 関 へ
の 受 入 調 整 に 極 め て 有 用 で あ っ
た 。  

 
５ ． 主 な 発 表 論 文 等  
（ 研 究 代 表 者 、研 究 分 担 者 及 び 連 携
研 究 者 に は 下 線 ）  
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１ ．谷 川 攻 一 ．病 院 前 救 護 に お け る
I C T の 利 活 用 と 将 来 ． 第 2 1 回 全 国
救 急 隊 員 シ ン ポ ジ ウ ム （ 2 0 1 3 年 1
月 2 4 日 、 岡 山 ）  
 
２ ．貞 森 拓 磨 ，災 害 時 の 情 報 共 有 シ
ス テ ム ， 第 3 9 回 日 本 救 急 医 学 会 総
会・学 術 集 会 ，2 0 11 . 1 0 . 1 8，新 宿 京
王 プ ラ ザ ホ テ ル （ 東 京 ）  
 
〔 図 書 〕（ 計 １ 件 ）  
１ ．谷 川 攻 一 ，ビ デ オ 喉 頭 鏡（ エ ア
ウ ェ イ ス コ ー プ ） 気 管 挿 管 の ポ イ
ン ト と ト ラ ブ ル 対 策 ， へ る す 出 版 ，
2 0 11， 5 5  
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